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M I C  M O N T H L Y  M A G A Z I N E
日
本
の

伝
統
工
芸
と

十
二
支

酉と
り

　

組
木
細
工
は
、
立
体
パ
ズ
ル

の
よ
う
に
、
四
角
い
木
辺
を
組

立
て
た
り
、
解
体
す
る
こ
と
が

で
き
る
伝
統
的
な
玩
具
。

　

秋
田
県
鹿
角
市
の
秋
田
木
楽

舎
の
組
木
細
工
は
、
木
の
温
か

さ
と
質
感
を
生
か
し
つ
つ
、
す

べ
て
手
作
業
で
仕
上
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。
木
の
丸
み
と
厚
み
が

特
徴
で
、
初
め
は
白
っ
ぽ
い
木

目
の
色
も
、
年
月
を
経
る
と
茶

色
み
が
か
っ
た
趣
の
あ
る
色
に

変
化
し
て
い
く
そ
う
。
小
さ
な

子
ど
も
の
手
に
も
優
し
く
、
世

代
を
超
え
て
愛
さ
れ
続
け
て
い

る
玩
具
で
す
。

　

組
木
細
工
は
鹿
角
市
の
ふ
る

さ
と
納
税
返
礼
品
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。

　

十
二
支
の
十
番
目
の
「
酉
」

は
、
酒
の
部
首
で
あ
る
よ
う
に

「
た
る
、
酒
だ
る
」
の
意
味
が

あ
る
文
字
で
、
こ
れ
に
当
て
ら

れ
た
の
が
「
と
り
」
で
す
。

　

関
東
地
方
で
は
年
末
に
行
わ

れ
る
「
酉
の
市
」
が
あ
り
ま
す

が
、
酉
は
開
運
招
福
、
商
売
繁

盛
の
縁
起
物
と
し
て
親
し
ま
れ

て
い
ま
す
。

鹿
角
市
の
お
土
産
物

と
し
て
定
着

開
運
招
福
、商
売
繁
盛
の
縁
起
物

組
木
細
工

子 丑
寅
卯
辰

巳午未
申
酉
戌
亥

其
の
十
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よ
り
安
心
な
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
実
現
に
向
け
て

～
発
信
者
情
報
開
示
制
度
の
見
直
し
～

国
際
電
気
通
信
連
合（
Ｉ
Ｔ
Ｕ
）
電
気
通
信
標
準
化
局
長
選
挙
結
果

衆
議
院
小
選
挙
区
の
区
割
り
が

25
都
道
府
県
140
選
挙
区
で
変
わ
り
ま
す

私
た
ち
の
貴
重
な
文
化
財
を
火
災
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う

1
月
26
日
は
文
化
財
防
火
デ
ー
で
す

消
防
団
員
入
団
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

消
防
団
員
と
し
て
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

「
Ｄａ
ｔａ 

Ｓ
ｔａ
Ｒ
ｔ 

Ａｗａｒ
ｄ
～
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
統
計
デ
ー
タ
利
活
用
表
彰
～
」に
つ
い
て

全
国
過
疎
問
題
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
２
２ 

in 

く
ま
も
と
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

第
６
回 

緊
急
消
防
援
助
隊
全
国
合
同
訓
練
【
静
岡
県
】

表紙の写真

ふるさと納税の返礼品にも

日本各地の
特産品

しめ縄 
島根県・飯南町
出雲大社の神楽殿に架けられている大しめ縄は島根県飯
南町でつくられたもの。その全長は 13.6m、重量 5.2t
にもなるそうです。写真は家庭用サイズの「大黒じめ」。
通常のわらではなく、しめ縄専用わら（赤穂餅）を使用。
飯南町のふるさと納税返礼品にもなっています。

Vol.10

2 3

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
促
進
の
取
組
事
例
を
紹
介
！

栃
木
県
宇
都
宮
市

日
本
各
地
の
匠
の
技
で
創
ら
れ
た

伝
統
工
芸
の
干
支
を
、
地
域
の
関

わ
り
と
あ
わ
せ
て
紹
介
し
ま
す
。

干支「酉」の組木細工（右）。工房内の様子（左
上）。秋田木楽舎の店内（左下）。

写真提供：鹿角市

取材協力：秋田木楽舎 http://www.ink.or.jp/~kiraku/

写真提供：飯南町
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特
集
　
よ
り
安
心
な
S
N
S
の
実
現
に
向
け
て
　
～
発
信
者
情
報
開
示
制
度
の
見
直
し
～

特 集
　

特
定
電
気
通
信
役
務
提
供
者
の

損
害
賠
償
責
任
の
制
限
お
よ
び
発

信
者
情
報
の
開
示
に
関
す
る
法

律
（
平
成
13
年
法
律
第
１
３
７

号
。
以
下
「
プ
ロ
バ
イ
ダ
責
任
制

限
法
」）
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

に
お
け
る
権
利
侵
害
情
報
（
名
誉

毀
損
や
著
作
権
侵
害
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
侵
害
な
ど
他
人
の
権
利
を
侵

害
す
る
情
報
）
に
つ
い
て
、
そ
の

よ
う
な
情
報
を
不
特
定
多
数
の

人
々
に
対
し
て
送
信
す
る
こ
と
を

可
能
と
す
る
特
定
電
気
通
信
役
務

提
供
者
（
プ
ロ
バ
イ
ダ
）
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
投
稿
等
の
削
除

に
関
す
る
免
責
と
、
権
利
侵
害
情

報
を
発
信
し
た
者
を
特
定
す
る
た

め
の
情
報
の
開
示
請
求
権
に
つ
い

て
定
め
た
法
律
で
す
。
そ
し
て
今

般
、
発
信
者
情
報
の
開
示
請
求
に

つ
き
裁
判
手
続
を
よ
り
簡
易
・
迅

速
に
す
る
た
め
の
法
改
正
を
行
い

ま
し
た
。

2022 年 10 月１日に改正プロバイダ責任制限法が施行されました。
これにより SNS 上で誹謗中傷を受けた場合の発信者情報開示の手続が簡易・迅速になりました。

より安心な
SNSの実現に向けて

～発信者情報開示制度の見直し～

プ
ロ
バ
イ
ダ
責
任
制
限
法
と
は
？ 

1

特定電気通信役務提供者の免責

発信者情報開示請求

h t t p s : / / w w w. s o u m u . g o . j p / m a i n _ s o s i k i / j o h o _ t s u s i n / d _ s y o h i / i h o y u g a i . h t m l
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名
誉
毀
損
・
信
用
毀
損

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害

（
住
所
・
電
話
番
号
等
）

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害

（
写
真
） 

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害

（
リ
ベ
ン
ジ
ポ
ル
ノ
）

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害

（
過
去
の
犯
罪
事
実
）

著
作
権
侵
害

違
法
情
報

（
わ
い
せ
つ
・
児
童
ポ
ル
ノ
・

危
険
ド
ラ
ッ
グ
等
）

公
序
良
俗
違
反
等
の

有
害
情
報
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総
務
省
は
前
述
の
プ
ロ
バ
イ
ダ

責
任
制
限
法
の
整
備
の
ほ
か
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
ト
ラ
ブ
ル
で

お
困
り
の
方
に
向
け
た
相
談
体
制

を
構
築
す
る
た
め
、
違
法
・
有
害

情
報
セ
ン
タ
ー
を
設
置
・
運
営
し（

１
）
新
た
な
裁
判
手
続

　

発
信
者
情
報
の
開
示
請
求
事
案

に
は
、
開
示
要
件
の
判
断
困
難
性

や
当
事
者
対
立
性
の
高
く
な
い
事

案
が
あ
り
、
従
前
は
事
案
の
内
容

に
関
わ
ら
ず
、
裁
判
に
よ
る
氏
名
、

住
所
等
の
発
信
者
情
報
の
開
示
に

は
、
訴
訟
手
続
を
要
す
る
も
の
と

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
訴
訟
手
続
は
、

関
係
者
の
手
続
保
障
が
手
厚
く
図

ら
れ
る
一
方
、
口
頭
弁
論
期
日
の

開
催
が
必
要
と
な
る
な
ど
、
一
般

に
当
事
者
の
時
間
・
費
用
の
負
担

は
大
き
く
、
開
示
要
件
の
判
断
が

困
難
で
な
い
事
案
や
当
事
者
対
立

性
の
高
く
な
い
事
案
に
お
い
て
は
、

迅
速
な
被
害
者
救
済
の
妨
げ
と

な
っ
て
い
る
面
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
点
を
踏
ま
え
、
前
述

の
事
案
に
係
る
裁
判
の
審
理
を
簡

易
迅
速
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
た
め
、
従
来
の
裁
判
外

で
の
行
使
や
訴
訟
手
続
に
よ
る
行

使
に
加
え
て
、
新
た
な
裁
判
手

続
（
非
訟
手
続
）
に
よ
る
行
使
方

法
（
８
条
に
規
定
す
る
発
信
者
情

て
い
ま
す
。

　

現
在
、
違
法
・
有
害
情
報
相
談

セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け
て
い
る
相

談
件
数
は
高
止
ま
り
傾
向
に
あ
り
、

令
和
３
年
度
の
相
談
件
数
は
平
成

22
年
度
の
相
談
件
数
の
約
５
倍
に

報
開
示
命
令
）
が
創
設
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
情
報
の
保
存
期
間
が

終
了
し
て
開
示
を
受
け
ら
れ
な
い

事
案
を
減
ら
す
観
点
か
ら
、
提
供

命
令
（
15
条
）
お
よ
び
消
去
禁
止

命
令
（
16
条
）
の
手
続
に
つ
い
て

も
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

（
２
）
開
示
請
求
を
行
う
こ
と
の

で
き
る
範
囲
の
見
直
し

　

改
正
法
に
よ
り
、
旧
法
の
下 

で
認
め
ら
れ
て
い
た
①
権
利
侵
害

投
稿
を
行
っ
た
際
の
Ｉ
Ｐ
ア
ド
レ

ス
等
を
開
示
の
対
象
と
す
る
発
信

者
情
報
開
示
請
求
権
に
加
え
て
、

②
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
に
ロ
グ
イ
ン
し
た
際

増
加
し
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
社

会
生
活
に
深
く
浸
透
す
る
中
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
上
で
の
誹
謗
中
傷
を
苦
に
自

ら
命
を
絶
つ
事
案
も
発
生
す
る
な

ど
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
の
誹
謗
中
傷
は

深
刻
な
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

の
Ｉ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
等
を
開
示
の
対

象
と
す
る
こ
と
を
念
頭
に
、
開
示

請
求
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
範
囲

の
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

た
と
え
ば
、
ユ
ー
ザ
が
自
ら
の

ア
カ
ウ
ン
ト
に
ロ
グ
イ
ン
し
た
状

態
で
投
稿
を
行
う
ロ
グ
イ
ン
型
の

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
特
定
電
気

通
信
役
務
提
供
者
の
中
に
は
、
投

稿
を
行
っ
た
際
の
通
信
記
録
を
保

有
し
て
い
な
い
が
、
ロ
グ
イ
ン
し

た
際
の
通
信
記
録
を
保
有
し
て
い

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
ロ
グ
イ
ン
時
等
の
通
信
を
辿
っ

て
発
信
者
を
特
定
す
る
こ
と
が
認

め
ら
れ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
ロ
グ
イ
ン
時

等
の
通
信
を
辿
っ
て
発
信
者
を
特

定
す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
た
め
、

改
正
に
よ
り
、
ロ
グ
イ
ン
時
等
の

通
信
に
関
す
る
発
信
者
情
報
の
開

示
請
求
権
が
追
加
さ
れ
ま
し
た

（
法
5
条
1
項
お
よ
び
2
項
）。

（
３
）
改
正
の
効
果 

　

改
正
に
よ
り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
誹

謗
中
傷
を
し
た
者
の
情
報
開
示
の

手
続
に
要
す
る
期
間
が
短
く
、
費

用
が
安
く
な
り
、
一
層
被
害
者
救

済
に
資
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

創
設
、
②
発
信
者
情
報
の
対
象
拡

大
を
内
容
と
す
る
法
令
の
改
正
が

適
当
で
あ
る
と
い
う
提
言
が
な
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
「
最
終
と
り
ま

と
め
」
に
お
け
る
提
言
を
踏
ま
え
、

改
正
プ
ロ
バ
イ
ダ
責
任
制
限
法
が

令
和
３
年
の
通
常
国
会
に
提
出
さ

れ
、
同
年
４
月
に
成
立
し
、
令
和

４
年
10
月
1
日
に
施
行
さ
れ
ま
し

た
。

　

改
正
法
は
、
特
定
電
気
通
信
に

よ
る
情
報
の
流
通
に
よ
っ
て
自
己

の
権
利
を
侵
害
さ
れ
た
と
す
る
者

が
増
加
す
る
中
で
、
発
信
者
情
報

の
開
示
請
求
に
つ
い
て
そ
の
事
案

の
実
情
に
即
し
た
迅
速
か
つ
適
正

な
解
決
を
図
る
た
め
、（
１
）
発

信
者
情
報
の
開
示
請
求
に
係
る
新

た
な
裁
判
手
続
を
創
設
す
る
と
と

も
に
、（
２
）
開
示
請
求
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
範
囲
を
見
直
す
等

の
措
置
を
講
じ
た
も
の
で
す
。

　

プ
ロ
バ
イ
ダ
責
任
制
限
法
の
制

定
か
ら
20
年
あ
ま
り
が
経
過
し
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
誹
謗
中
傷

等
の
問
題
が
深
刻
化
す
る
中
、
発

信
者
の
特
定
の
た
め
に
は
少
な
く

と
も
２
回
の
裁
判
手
続
を
経
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
多
く
の
時
間
、
費

用
等
の
コ
ス
ト
が
か
か
り
、
救
済

を
求
め
る
被
害
者
に
と
っ
て
大
き

な
負
担
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
令
和
２
年
４
月
か
ら
、
総

務
省
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
情

報
流
通
の
増
加
と
サ
ー
ビ
ス
の
多

様
化
、
そ
れ
に
伴
う
権
利
侵
害
投

稿
の
増
加
を
踏
ま
え
、
プ
ロ
バ
イ

ダ
責
任
制
限
法
に
規
定
さ
れ
る
発

信
者
情
報
開
示
制
度
の
見
直
し
に

向
け
た
検
討
を
行
う
た
め
の
有
識

者
会
議
を
設
置
し
、
検
討
を
開
始

し
ま
し
た
。
同
年
12
月
に
有
識
者

会
議
で
と
り
ま
と
ま
っ
た
「
最
終

と
り
ま
と
め
」
に
お
い
て
、
①
新

た
な
裁
判
手
続
（
非
訟
手
続
）
の

改
正
プ
ロ
バ
イ
ダ
責
任

制
限
法
の
制
定
経
緯

違法・有害情報センター相談件数の推移

相談対応の内訳（令和 3 年度・重複あり）

改正プロバイダ
責任制限法について 誹

謗
中
傷
等
の
情
報
の
流
通
状
況

2

3
出典（上下とも同じ）／総務省 Web ページ（インターネット上の違法・有害情報に関して
お困りの方へ）「違法・有害情報相談センターの相談実績」（令和 3 年度版）より

新たな裁判手続の創設

特
集
　
よ
り
安
心
な
S
N
S
の
実
現
に
向
け
て
　
～
発
信
者
情
報
開
示
制
度
の
見
直
し
～
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築城 400 年を迎えた令和 4 年 8 月にリ
ニューアルオープンした福山城。「全国
唯一」となる天守北側の鉄板張りが復元
され、往時の姿がよみがえった。

福
山
市

歴
史
を
未
来
に
つ
な
げ

人
や
企
業
が
輝
く
都
市
へ

広
島
県

Fukuyama City

人口
（推計）

面積
URL

46 万 1,187人

（令和 4 年 10 月末現在）

面積　517.72㎢

https://www.city.fukuyama.

hiroshima.jp
　本市では「スピード感、情報発信，連携」
を市政運営の柱に据え、民間に劣らない
スピード感を生み出すための企業との連
携や民間人材の活用を進め、多様な人材
が活躍できる都市として発信しています。
　本市の進めるデジタル化は、まずはデ
ジタルになじみのある若い世代に利便性
を実感していただき、不慣れな方にも
徐々に広がるようアプローチしています。
幅広い世代の市民が実感するデジタル化
の新たな価値を、地域の活性化や産業の
発展につなげてまいります。

企
業
や
人
材
が
集
い

官
民
連
携
で
進
め
る

地
域
の
デ
ジ
タ
ル
化

福山市長 枝
えだ

廣
ひろ

直
なお

幹
き

5 月の福山ばら祭のメイン会
場の１つのばら公園。昭和
31年から昭和32年にかけて
近隣の住民がこの公園に約
1,000本のばらの苗を植えたの
が「ばらのまち福山」の始まり。

福禅寺の本堂隣にある対潮
楼。座敷から瀬戸内海の絶景
を望める。朝鮮通信使が対潮
楼を訪れ、対馬から江戸まで
の間で一番美しい場所と称賛
した。

郷土料理「うずみ」は、江戸
時代に具をご飯の下に埋

うず

めて
質素に見せかけて食べたこと
が始まり※。エビや鯛、里芋
などを椀に入れ、汁をかけた
上にご飯を盛って食すもの。

古くから潮待ちの港として栄
え、万葉集にも詠まれた鞆の
浦。国内で唯一、重要伝統的
建造物群保存地区、日本遺産、
ユネスコ「世界の記憶」の３
つの評価を受ける。

花楼食景

Ｒ
福
山
駅
北
側
に
建
つ
福
山
城
は

元
和
８
年
（
１
６
２
２
年
）、
徳

川
家
康
の
従
兄
弟
で
あ
る
福
山
藩
初
代
藩

主
水
野
勝
成
が
築
城
し
ま
し
た
。
天
守
は

戦
災
で
焼
失
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
再
建

さ
れ
、令
和
４
年
に
は
「
令
和
の
大
普
請
」

に
よ
り
全
国
唯
一
で
あ
る
天
守
北
側
鉄
板

張
り
が
復
元
さ
れ
ま
し
た
。
福
山
城
が
建

つ
丘
は
か
つ
て
蝙こ

う

蝠も
り

山や
ま

と
呼
ば
れ
て
お
り
、

蝠
が
福
に
通
じ
る
こ
と
か
ら
、「
福
山
」

と
称
さ
れ
ま
し
た
。

　

水
野
勝
成
は
芦
田
川
の
河
口
の
三
角
州

の
干
拓
や
、
日
本
で
５
番
目
に
古
い
水
道

の
敷
設
な
ど
、
城
下
町
と
し
て
の
整
備
を

進
め
る
と
と
も
に
、
い
草
や
綿
花
の
栽
培

を
奨
励
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
全
国
的
に
も

有
名
な
び
ん
ご
畳
表
や
備
後
絣
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。
日
本
三
大
絣
の
一
つ
で

あ
る
備
後
絣
の
染
め
の
技
術
を
発
展
さ
せ

て
開
発
し
た
デ
ニ
ム
は
、
今
や
生
産
量
日

本
一
で
す
。
行
政
と
企
業
に
よ
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
生
ま
れ
た
「
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ　

Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｉ
Ｍ
」
は
話
題
と
な
り
世
界
に
向

け
て
発
信
、
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
多
く
の
大
手
メ
ー
カ
ー

や
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
・
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
技

術
を
も
つ
企
業
、
世
界
最
大
級
の
製
鉄
所

が
立
地
す
る
工
業
都
市
で
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
福
山
市
で
は
戦
後
の
復
興
を
願
い
、

住
民
が
ば
ら
の
苗
を
植
え
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
、
ば
ら
の
ま
ち
づ
く
り
が
浸
透
し

て
い
ま
す
。
こ
の
平
和
の
象
徴
で
あ
る
ば

ら
を
大
切
に
育
て
て
き
た
取
組
が
評
価
さ

れ
、
令
和
７
年
に
ば
ら
に
関
す
る
国
際
会

議
で
あ
る
「
世
界
バ
ラ
会
議
福
山
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

Ｊ地
方
の
か
が
や
き
　
広
島
県 

福
山
市

1234

■ふくやま美術館正面に立つモニュメント「愛のアーチ」。■「鞍馬
の火祭り」「那智の火祭り」とならぶ、日本三大火祭りの一つ、「お手
火神事」。■全国で 1 頭しかいないボルネオゾウのふくちゃんをはじ
めとした約520の動物を飼育する福山市立動物園。■明王院は弘法大
師の開基と伝えられる古刹。国宝の本堂と五重塔が揃う。■松永町特
産の下駄を使ったゲタリンピック。■「当世随一の漢詩人」と評され
た儒学者・菅茶山によって開かれた私塾である廉塾。■江戸時代から
伝わる「鯛しばり網漁法」を用いて行われる伝統行事「観光鯛網」。

1 2

3

4

5

6

7

福山市

広島県南東部に位置する。瀬戸内海沿岸

の都市であり、平成 10 年に中核市に指定

された。高速道路のアクセスがよく、JR

福山駅には新幹線のぞみ号が停車。

56

7

※諸説あり
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地
方
の
か
が
や
き
　
広
島
県 

福
山
市

福
山
市
は
「
行
か
な
い
・
書
か
な

い
・
待
た
な
い
市
役
所
」
を
掲

げ
て
行
政
手
続
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進

し
て
い
ま
す
。
令
和
2
年
度
に
は
公
式

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト
の
活
用
を
開
始
。

登
録
者
は
す
で
に
13
万
人
を
超
え
、
中

核
市
で
は
全
国
3
位
と
な
り
ま
し
た
。

　

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
情
報
発
信
だ
け
で

な
く
行
政
窓
口
と
し
て
活
用
す
る
こ
と

で
、
現
在
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受

取
予
約
の
７
割
が
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
経
由
に
、

申
請
や
手
続
は
５
割
が
閉
庁
時
間
帯
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

世
代
別
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
重
視
し
て

い
ま
す
。
ま
ず
若
い
世
代
に
デ
ジ
タ
ル

化
の
メ
リ
ッ
ト
を
実
感
し
て
も
ら
う
た

め
、
令
和
３
年
度
に
市
内
2
カ
所
の
保

育
所
で
ス
マ
ー
ト
保
育
の
実
証
実
験
を

し
ま
し
た
。
子
育
て
世
帯
か
ら
好
評
を

得
て
、
今
後
市
内
の
保
育
施
設
に
広
げ

て
い
く
予
定
で
す
。

　

高
齢
者
に
対
し
て
は
取
り
残
さ
れ
な

い
た
め
の
支
援
と
し
て
、
令
和
４
年
８

月
か
ら
65
歳
以
上
の
市
民
に
対
し
て
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
購
入
の
際
、
シ
ョ

ッ
プ
価
格
か
ら
最
大
１
万
円
を
値
引
き

し
、
購
入
後
は
シ
ョ
ッ
プ
や
公
共
施
設

で
の
講
習
会
に
参
加
で
き
る
一
体
的
な

支
援
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
キ
ャ
リ

ア
各
社
の
積
極
的
な
協
力
も
あ
り
、
開

始
か
ら
４
カ
月
で
利
用
者
は
４
０
０
０

人
を
突
破
。
順
調
に
ス
マ
ホ
デ
ビ
ュ
ー

す
る
高
齢
者
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
合
わ
せ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
で

効
果
的
に
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
デ
ジ
タ
ル
化

健康アプリでは市の
地図が表示され、小
学校区ごとに設定し
たウォーキングコー
スが分かる。

申請の手間がかからないよう値引きされた端末を購入で
きる仕組みに。店頭で基本操作や福山市公式アカウント
を説明。

デジタルサービス講習会ではワクチン接種証明の申請、
キャッシュレス決済などを学ぶ。基本操作を学ぶスマホ
デビュー講習会も。

端末で保育士が園児の
出欠を確認。保護者は
欠席や早退などの連絡
をスマホだけでいつで
もどこでも簡単にすま
せることができる。

「せとうち Tech LAB」は、内装に地域ブランド
のデニムなどを採用。テクノロジと地域資源が融
合する。

市章がバットマンのマークに似ているという話題
がコラボレーションにつながった。

希望日時を選択し、必要事項
を入力するだけで予約が完
了。

公式 LINE を行政窓口として
活用。マイナンバーカード
を利用した公的個人認証や
キャッシュレス決済に対応。

ちーいか天ぷら

デ
ニ
ム
素
材
を
使
用
し

た
商
品
群
が
充
実
。

瀬
戸
内
圏
内
の
多
く
の

企
業
の
商
材
を
扱
う
。

「小魚阿も
珍川口店」の
山田純一郎
さん

スタッフの
長谷部聖子
さん

海産加工品の老舗が提供する和食オリジナリティあふれる商品

福山市は地元特産の食材である、ねぶと、ちいちい
いか、くわい、ガス天、鯛ちくわを使ったおつまみ
を居酒屋探訪で知られる「酒場詩人」吉田類さん公
認のもと、「福つまみ」として情報発信中。キャッ
チコピーは「福山で感じる小さな幸せ」。

福山ブランドは、「福山らしさ」が詰まった商品や
技術・活動を認定・登録し、福山の魅力を伝える市
の制度。産品・サービス、素材・技術、登録活動の
3 部門があり、「FUKUYAMA MONO SHOP」は
産品・サービス部門で認定。

鯛ちくわや塩辛を作る水産加工の老舗・株式会社阿
藻珍味が市内に５店舗展開する和食の店「小魚阿も
珍」。「福つまみ」にも選定された「ちーいか天ぷら」
や「ネブト唐揚げ」は箸が止まらない美味しさ。

天満屋福山店内の「FUKUYAMA MONO SHOP」
はオリジナリティあふれる地元の商品を集めたセレ
クトショップ。衣類やバッグなどさまざまな商品が
並ぶ。染色加工の地元企業、山陽染工株式会社が運営。

福山を感じられる
食を届けるために
がんばります

備後地方の
魅力がつまった
商品を取り揃えて
います

中
小
企
業
の
デ
ジ
タ
ル
化
や

人
材
育
成
で
も
企
業
と
連
携

架
空
の
都
市
、ゴ
ッ
サ
ム・シ
テ
ィ
と
友
好
都
市
に
！

戦
略
的
な
情
報
発
信

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ま
ん
延
後
、
福
山
市
は
中
小
企
業

の
デ
ジ
タ
ル
化
を
支
援
す
る
相
談
窓
口
「
び
ん
ご
Ｉ
Ｃ

Ｔ
相
談
所
」
や
企
業
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
事
例
を
共
有
す
る
「
び

ん
ご
デ
ジ
タ
ル
ラ
ボ
」
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
取
組
を
支
え
る
の
は
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
か
ら
福

山
市
と
連
携
協
定
を
結
ん
で
い
た
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
株
式
会
社
で

す
。
同
社
は
、
令
和
2
年
7
月
に
技
術
開
発
拠
点
を
福
山
市
に

開
設
。
地
域
課
題
の
解
決
を
目
的
に
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
で
運
営
さ

れ
る
同
社
の
拠
点
は
同
社
初
の
施
設
で
、
現
在
は
「
せ
と
う
ち

Ｔテ

ッ

ク

ラ

ボ

ｅ
ｃ
ｈ
Ｌ
Ａ
Ｂ
」
と
し
て
、
活
動
の
幅
を
広
げ
て
い
ま
す
。

昨
年
2
月
、
米
国
映
画
『
Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｂ
Ａ
Ｔ
Ｍ
Ａ
Ｎ-

ザ
・

バ
ッ
ト
マ
ン-

』
の
舞
台
で
あ
る
架
空
都
市
ゴ
ッ
サ
ム
・

シ
テ
ィ
と
世
界
初
と
な
る
友
好
都
市
提
携
を
結
ん
だ
こ
と
が
話

題
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
福
山
市
の
こ
と
が
大
好
き
で
情
報

発
信
意
欲
の
あ
る
人
を
福
山
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
に
認
定
・
登
録
し
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ブ
ロ
グ
で
発
信
し
て
も
ら
う
事
業
を
開
始
し
た
と
こ

ろ
、
登
録
者
は
１
０
０
０
人
を
超
え
、
総
フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
は

２
５
８
万
人
に
。
こ
う
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
情
報
発
信
は
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
に
も
し
ば
し
ば
取
り
上
げ
ら
れ
、
福
山
の
認
知
度
の
向

上
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

福つまみ福山ブランド

お
い
し
い
を

届
け
る
！

い
い
お
店

見
つ
け
た
！

　

12
月
か
ら
は
運
動
習
慣
の
定
着
や
生

活
習
慣
の
改
善
を
目
的
と
す
る
健
康
ア

プ
リ
の
提
供
を
開
始
し
ま
し
た
。
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
に
歩
数
や
体
重
、
血
圧
な

ど
を
記
録
し
、
健
康
づ
く
り
を
継
続
す

る
こ
と
で
、
意
識
の
向
上
や
行
動
変
容

が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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MIC
NEWS

01
国
際
電
気
通
信
連
合（
Ｉ
Ｔ
Ｕ
）電
気
通
信
標
準
化
局
長
選
挙
結
果

　

2
0
2
2
年
９
月
26
日
か
ら
10
月
14
日

ま
で
、
ル
ー
マ
ニ
ア
（
ブ
カ
レ
ス
ト
）
に

て
開
催
さ
れ
た
国
際
電
気
通
信
連
合

（
I
T
U
）の
全
権
委
員
会
議
に
お
い
て
、

電
気
通
信
標
準
化
局
長
選
挙
が
実
施
さ
れ
、

我
が
国
が
擁
立
し
た
N
T
T
の
尾
上
誠

蔵
氏
が
有
効
票
の
過
半
数
を
獲
得
し
、
電

気
通
信
標
準
化
局
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た

（
任
期
は
１
期
４
年
間
。
最
大
２
期
。）。

　

我
が
国
は
、
２
０
２
１
年
９
月
に
尾
上

氏
の
擁
立
を
表
明
し
、
約
一
年
間
に
わ
た

り
、
政
府
一
体
と
な
り
精
力
的
に
選
挙
活

動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

電
気
通
信
標
準
化
局
は
、
電
気
通
信
分

野
の
標
準
化
を
担
当
し
ま
す
が
、
５
G
や

そ
の
次
の
B
e
y
o
n
d 

5
G（
6
G
）
と

い
っ
た
技
術
革
新
が
急
速
に
進
む
中
、
そ

の
役
割
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

尾
上
氏
は
、
こ
れ
ま
で
モ
バ
イ
ル
分
野

の
研
究
開
発
や
標
準
化
に
大
き
く
貢
献

し
、｢L
T
E
の
父
｣
と
も
呼
ば
れ
て
お
り
、

今
後
も
国
際
的
な
電
気
通
信
の
発
展
へ
の

貢
献
が
各
国
か
ら
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
情
報
通
信
・
郵
便
分
野
に
関
す

る
国
連
機
関
の
幹
部
ポ
ス
ト
に
日
本
人
が

就
く
の
は
、
２
０
２
１
年
１
月
に
万
国
郵

便
連
合（
U
P
U
）の
国
際
事
務
局
長
に
就

任
し
た
目
時
政
彦
氏
に
次
ぐ
快
挙
と
な
り

ま
す
。

◆ 国際電気通信連合とは ◆

　国際電気通信連合（ITU）は、電気通信に関する国

連の専門機関です。①国際的な周波数の分配、②電気

通信の標準化、③途上国に対する電気通信の開発支援

を主要任務としております。193 の国・地域が加盟

しており、本部はスイス（ジュネーブ）です。

◆ 全権委員会議とは ◆

　全権委員会議は、４年に 1 度開催される全加盟国

の代表が参加する ITU の最高意思決定機関です。幹

部職員選挙等が行われる他、4 年間の ITU の活動方

針や ITU 憲章及び条約の改正等について審議されま

す。

尾上誠蔵新電気通信標準化局長 

会場となったルーマニアの国会議事堂 

電気通信標準化局長選挙の投票結果
電気通信標準化局長選挙には、尾上氏に加え、チュニジアからビレル・ジャムシ氏（ITU 職員）、ドイツからトーマス・

ツィルケ氏（独経済エネルギー省室長）が立候補しておりましたが、尾上氏が有効票の過半数を超える 93 票を獲得し、

当選しました。

候補者名 出身国 得票数
当選　尾上誠蔵
　　　ビレル・ジャムシ
　　　トーマス・ツィルケ

日本
チュニジア

ドイツ

93
65
21

当選後スピーチを行う尾上氏 尾上氏への投票を行う吉田総務審議官

得票数：179（投票：181、無効：2、棄権：0）

国際電気通信連合の新体制図

事務総局長選挙、事務総局次長選挙、無線通信局長選挙、電気通信開発局長選挙も合わせて実施され、それぞれ、米国、

リトアニア、ウルグアイ、ジンバブエの候補者が当選しました。

電気通信開発局 (BDT)
電気通信開発局長

C. ザバザバ
（ジンバブエ）

無線通信局 (BR)
無線通信局長

M. マニエウィッチ
（ウルグアイ）

電気通信標準化局 (TSB)
電気通信標準化局長

尾上誠蔵
（日本）

事務総局 (GS)
事務総局長（D. ボグダン（米国））

同次長（T. ラマナウスカス（リトアニア））
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衆議院小選挙区の区割りが
25都道府県140選挙区で変わります
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各都道府県の令和 2 年国勢調査人口（日本国民の人口）に
基づき定数配分を行い、5 都県で定数が 1 ～ 5 増加し、
10 県で定数が 1 減少します。（10 増 10 減）

定数が増加する団体 定数が減少する団体

右図の 25 都道府県が
衆議院小選挙区の改定の対象となります

埼玉県 　（15 → 16）
千葉県　 （13 → 14）
東京都 　（25 → 30）
神奈川県（18 → 20）
愛知県 　（15 → 16）

宮城県 　（6 → 5）　  福島県（5 → 4）
新潟県 　（6 → 5）　  滋賀県（4 → 3）
和歌山県（3 → 2）　  岡山県（5 → 4）
広島県 　（7 → 6）　  山口県（4 → 3）
愛媛県 　（4 → 3）　  長崎県（4 → 3）

※各都道府県の具体的な区割りについては、総務省、各都道府県選挙管理
　委員会または各市区町村選挙管理委員会にお問い合わせください。

※今回の衆議院小選挙区の改定内容を記載した地図を、総務省ホームページ
　（https://www.soumu.go.jp/senkyo/senkyo_s/news/senkyo/shu_kuwari/shu_kuwari_4.html）
 　に掲載しています。

新潟県
群馬県

島根県

岐阜県
兵庫県

広島県

山口県

1 区、2 区、3 区、4 区、5 区、6 区
1 区、2 区、3 区、5 区

1 区、2 区

1 区、3 区
5 区、6 区

1 区、2 区、3 区、
4 区、5 区、6 区

1 区、2 区、
3 区、4 区

岡山県

愛媛県

長崎県

1 区、2 区、3 区、
4 区、5 区

1 区、2 区、
3 区、4 区

1 区、2 区、
3 区、4 区

和歌山県

大阪府福岡県
1 区、2 区、3 区

8 区、9 区
1 区、4 区

北海道
3 区、4 区、5 区

今回の区割り改定により変更される
140 選挙区

宮城県
1 区、3 区、4 区、5 区、6 区

福島県
1 区、2 区、3 区、4 区、5 区

栃木県
1 区、2 区、4 区、5 区

茨城県

埼玉県

東京都

千葉県

1 区、2 区、4 区、6 区、7 区

1 区、2 区、3 区、5 区、6 区、7 区、8 区、
11 区、12 区、13 区、14 区、15 区

1 区、2 区、3 区、4 区、5 区、6 区、7 区、8 区、9 区、
10 区、11 区、12 区、13 区、14 区、16 区、17 区、
18 区、19 区、21 区、22 区、23 区、24 区

2 区、4 区、5 区、6 区、7 区、
8 区、10 区、11 区、13 区

神奈川県

静岡県

5 区、7 区、8 区、9 区、10 区、13 区、
14 区、15 区、16 区、17 区、18 区

1 区、2 区、3 区、4 区、5 区、6 区、7 区、8 区

愛知県

滋賀県

5 区、6 区、7 区、9 区、10 区、11 区、14 区

2 区、3 区、4 区

■ 改定による人口最少選挙区との較差が 2 倍以上の選挙区の数（令和 2 年日本国民の人口）

■ 改定による最大人口較差（令和 2 年日本国民の人口）

改定前　23 選挙区

改定前 改定後

2.096 倍 1.999 倍

改定後　0 選挙区

最大　東京 22 区	
　　　574,264 人

最大　福岡 2 区	 　
　　　547,664 人

最小　鳥取 2 区	
　　　273,973 人

最小　鳥取 2 区	
　　　273,973 人

衆議院比例代表選挙区(ブロック)別定数が
5ブロックで変わります

定数が増加するブロック

定数が減少するブロック

南関東ブロック（22 → 23）
（千葉県・神奈川県・山梨県）

東京都ブロック（17 → 19）

東北ブロック（13 → 12）
（青森県・岩手県・宮城県・秋田県・山形県・福島県）

北陸信越ブロック（11 → 10）
（新潟県・富山県・石川県・福井県・長野県）

中国ブロック（11 → 10）
（鳥取県・島根県・岡山県・広島県・山口県）

上記の改正は、施行の日（令和 4 年 12 月 28 日）
以後初めてその期日を公示される衆議院議員総
選挙から適用されます。
なお、この総選挙以前に行われる補欠選挙は、
従来の選挙区によって行われます。

各ブロックの令和 2 年国勢調査人口（日本国民の人口）に基づき
定数配分を行い、2 ブロックで定数が 1 ～ 2 増加し、
3 ブロックで定数が 1 減少します。（3 増 3 減）

適用は

東北ブロック

北陸信越ブロック

中国ブロック
東京都ブロック

南関東ブロック

　今回の区割り改定と定数改正は、令和 2 年の大規模国勢調査の結果による日本国民の人口に基づいて、一票の較差是正のために行
われました。
　衆議院議員小選挙区の区割り改定は、10 年ごとに行われる大規模国勢調査の日本国民の人口に基づき、都道府県ごとの定数配分を
いわゆるアダムズ方式により行った上で、各選挙区の人口較差を 2 倍未満にすることとされています。
　比例代表選挙区（ブロック）の定数改正も、10 年ごとに行われる大規模国勢調査の日本国民の人口に基づき、いわゆるアダムズ方
式により行うこととされています。

～今回の区割り改定と定数改正について～
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「
全
国
過
疎
問
題
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

2
0
2
2
in
く
ま
も
と
」
は
、
10
月
20
日

(土
)・
21
日
(金
)の
2
日
間
、
熊
本
市
を

主
会
場
と
し
て
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
3
年
ぶ
り

と
な
る
実
地
開
催
と
な
り
、「『
過
疎　

新

時
代
』　

新
し
い
時
代
の
流
れ
を
力
に
す

る　

―
創
造
的
復
興
の
現
場
か
ら
メ
ッ

セ
ー
ジ
―
」
を
テ
ー
マ
に
、
過
疎
地
域
持

続
的
発
展
優
良
事
例
表
彰
式
や
、
明
治
大

学
の
小
田
切
徳
美
教
授
に
よ
る
基
調
講
演
、

過
疎
地
域
を
舞
台
に
活
躍
す
る
実
務
者
に

よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
等
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

約
4
5
0
名
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
全

国
の
優
れ
た
取
組
に
触
れ
、
情
報
交
換
等

を
行
う
こ
と
で
、
各
地
域
の
課
題
解
決
に

向
け
た
新
た
な
取
組
を
考
え
る
契
機
と
な

り
ま
し
た
。

全
国
過
疎
問
題
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
２
２
iｎ 
く
ま
も
と
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
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【全国過疎問題シンポジウム 2022 in くまもと】
10 月 20 日（木）　全体会

10 月 21 日（金）　分科会・現地視察

● 基調講演
　 「『にぎやかな過疎』を目指して」
　 講師：小田切　徳美　氏（明治大学農学部教授）

● パネルディスカッション
　 コーディネーター：図司　直也　氏（法政大学現代福祉学部教授）
　 パ ネ リ ス ト ：藤井　靖史　氏（福島県西会津町 CDO）
　 　　　　　　　　：馬袋　真紀　氏（兵庫県朝来市総合政策課　課長補佐）
　 　　　　　　　　：門﨑　博幸　氏（熊本県球磨村副村長）
　 　　　　　　　　：久保　尭之　氏（みなみあそ観光局戦略統括マネジャー）

● 第１分科会 ( 宇城市 )
　 過疎地域持続的発展優良事例発表会
　 【コーディネーター】　宮口 侗廸　早稲田大学名誉教授
　 現地視察　①道の駅　不知火　②くまもと☆農家ハンター　③世界遺産　三角西港 

● 第２分科会 ( 美里町 )
　 過疎地域持続的発展優良事例発表会　
　 【コーディネーター】　図司　直也　法政大学現代福祉学部教授
　 現地視察　①フットパス　②道の駅美里　佐俣の湯

● 第 3 分科会 ( 水俣市 )
　 現地取組紹介　「『つながる拠点』による安心な暮らしづくり」
　 現地視察　①エコパーク水俣　②道の駅 ｢みなまた｣ 

● 第４分科会 ( 多良木町 )
　 現地取組紹介 　｢地域の Challenge を創り、育てる｣
　 現地視察　①房の露株式会社焼酎蔵　
　 　　　　　②多良木えびす物産館、簡易宿泊施設ブルートレインたらぎ
　 　　　　　③たらぎ田んぼのチカラ研究会
　 　　　　　④国宝　青井阿蘇神社 ( 人吉市 )

  本表彰制度は、地域の持続的発展と風格の醸成を目指し、過疎地
域において課題の解決に取り組み、創意工夫が図られている優良
事例について表彰を行うものです。平成２年度から開始し、今回
の受賞を含め、これまで通算 33 回にわたり延べ 288 団体が受賞
しています。各都道府県から推薦された候補を過疎地域持続的発
展優良事例表彰委員会（現委員長：宮口侗廸早稲田大学名誉教授）
の審査の結果を踏まえて受賞団体が決定されます。
　本表彰は、受賞団体にとって大きな励みとなり、全国の他団体
にとっても自らの取組の参考となるものです。また、過疎地域の
魅力のＰＲに、大きな役割を果たしています。

　今年度は、総務大臣賞を４団体が、また、全国過疎地域連盟
会長賞を４団体がそれぞれ受賞し、『全国過疎問題シンポジウム
2022in くまもと』で受賞式が行われました。

令和４年度過疎地域　　　　　
持続的発展優良事例表彰　　　
受賞団体紹介

くまモンも参加しての授賞式

…………………………………………………… 総務大臣賞 ……………………………………………………

………………………………………… 全国過疎地域連盟会長賞 …………………………………………

● 100 プロ（広島県北広島町）

● 美国・美しい海づくり協議会、余別・海ＨＵＧくみたい
　（北海道積丹町）

若年層から高齢者まで幅
広いメンバーが参加し
て、やってみたい人が「こ
の指止まれ」方式で多彩
なチームを組みながら自
由に活動している。

廃棄物として扱われるウ
ニ殻に新たな価値を創出
するなど、地域が一体と
なって循環型社会の実現
に向けた活動を行ってい
る。

● 特定非営利活動法人阿波勝浦井戸端塾（徳島県勝浦町）

30 年以上にわたり「ビッ
グひな祭り」や「恐竜化
石」など町の地域資源を
生かした魅力の創出に取
り組んでいる。

地域おこし企業人制度の
活用をきっかけに、外部
から村の魅力・価値の再
発見と情報発信を進める
など外部人材との協働に
取り組んでいる。

● 長野県根羽村

● 特定非営利活動法人あったかいよう（徳島県海陽町）

● 五条ヶ丘活性化推進協議会（山梨県身延町）

にぎわいづくり、人材育
成、移住者支援を活動の
メインの柱とし、イベン
ト開催からしごとづくり
など、地域を元気にする
ための取組を行ってい
る。

廃校舎を活用した校庭キ
ャンプの実施や地域の情
報を載せた手作り地図の
配布など、地元の資源や
施設を活用した取組を
行っている。

● くにさき地域応援協議会よろう会（大分県国東市）

● 岐阜県飛騨市

「誰一人取り残さない、
人に優しいデジタル化」
の実現に向けて、ＳＮＳ
を活用した地域づくり支
え合い活動共通Ｗ eb サ
イトを制作・公開してい
る。

困りごとや地域課題を交
流の資源として捉え、人
と人のつながりと支え合
いを構築する新しい活動

「ヒダスケ！」に取り組
んでいる。
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第
６
回

緊
急
消
防
援
助
隊
全
国
合
同
訓
練【
静
岡
県
】
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令
和
４
年
11
月
12
日
（
土
）、13
日
（
日
）

の
２
日
間
、
静
岡
県
静
岡
市
等
に
お
い
て

「
第
６
回
緊
急
消
防
援
助
隊
全
国
合
同
訓

練
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
消
防
庁
で
は
、

緊
急
消
防
援
助
隊
の
消
火
・
救
助
技
術
や

指
揮
・
連
携
活
動
能
力
の
向
上
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、
平
成
７
年
の
創
設
以
来
お

お
む
ね
５
年
に
１
回
、
全
国
の
緊
急
消
防

援
助
隊
が
一
堂
に
会
し
て
行
う
全
国
合
同

訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

多重衝突事故救出訓練

車両水没救出訓練 トンネル災害複合訓練

中高層建築物（倒壊）救出訓練

1 日目 (11 月 12 日 ( 土 ))2 日目 (11 月 13 日 ( 日 ))

● 本部運営訓練会場

● サブ会場

● サテライト会場

● 宿営訓練会場

静岡県庁、静岡県内消防本部
（下田市・富士市・静岡市・磐田市・浜松市）
訓練内容：本部運営訓練

遠州灘海浜公園（篠原地区）建設予定地
訓練内容：大規模津波災害対応訓練　　
　　　　　大規模市街地火災対応訓練

ENEOS 株式会社清水油槽所、静岡県消防学校、
安田造船所敷地
訓練内容：石油コンビナート火災対応訓練
　　　　　複合建築物火災対応訓練
　　　　　都市型捜索救出訓練
　　　　　倒壊家屋救出訓練　
　　　　　津波漂流者救出訓練

小笠山総合運動公園エコパ駐車場、
外神スポーツ広場
訓練内容：後方支援活動訓練　
　　　　　燃料補給訓練

宿営訓練

● メイン会場

● サテライト会場

富士山静岡空港西側県有地
訓練内容：初動検索訓練　
　　　　　土砂災害救出訓練　
　　　　　中高層建築物（倒壊）救出訓練　
　　　　　列車脱線事故救出訓練　
　　　　　毒劇物漏洩災害対応訓練　
　　　　　木造家屋倒壊救出訓練　
　　　　　地下街崩落事故救出訓練　
　　　　　多重衝突事故救出訓練　
　　　　　現場救護所訓練　
　　　　　航空部隊運用訓練　
　　　　　自衛隊航空機輸送訓練　
　　　　　広域、地域医療搬送訓練　
　　　　　大規模転院搬送訓練

一般社団法人日本建設機械施工協会
施工技術総合研究所
訓練内容：橋梁崩落救出訓練
　　　　　車両水没救出訓練
　　　　　トンネル災害複合訓練
　　　　　土砂災害救出訓練

　

全
国
各
地
の
応
援
部
隊
が
、
陸
路
で
の
進
出
の
ほ
か
、
自
衛
隊
輸

送
機
や
民
間
航
空
機
、
民
間
フ
ェ
リ
ー
等
を
用
い
て
行
う
様
々
な
進

出
に
関
し
、
そ
の
実
効
性
を
検
証
し
ま
し
た
。

迅
速
な
部
隊
進
出

1
　

通
常
の
訓
練
で
は
連
携
す
る
こ
と
が
困
難
な
遠
隔
地
の
都
道
府
県

と
の
連
携
、
自
衛
隊
や
警
察
、
海
上
保
安
庁
、
Ｔ
Ｅ
Ｃ
–
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ

Ｅ
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
等
と
連
携
し
、
実
践
的
な
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

連
携
し
た
訓
練

2

自衛隊輸送機（C-2）を用いた部隊進出

民間フェリーを用いた部隊進出

遠隔地の都道府県との連携

他の機関との連携

南海トラフ地震等の大規模災害に対応できるよう、全国規模の参集訓練および実践的な部隊運用訓練
等を実施し、より迅速な参集体制の確立、緊急消防援助隊の技術の向上および連携能力の強化を図る
ことを目的に、本訓練において重点的に推進する事項を定め訓練を実施しました。

重点推進事項

　

近
年
の
災
害
を
踏
ま
え
て
新
設
し
た
、
Ｎ
Ｂ
Ｃ
災
害
即
応
部
隊
、
土
砂
・

風
水
害
機
動
支
援
部
隊
、
航
空
指
揮
支
援
隊
等
の
運
用
の
実
効
性
の
検
証

を
行
い
ま
し
た
。

新
設
部
隊
の
検
証

3
　

緊
急
消
防
援
助
隊
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
会
場
内
に
モ
ニ

タ
ー
を
設
置
し
た
り
、
全
国
訓
練
で
は
初
め
て
と
な
る
Y
o
u
T
u
b
e
配

信
を
実
施
す
る
な
ど
、
広
報
に
も
主
眼
を
置
い
た
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

広
報
の
強
化

4

NBC 災害即応部隊

土砂・風水害機動支援部隊

会場内に設置したモニター

YouTube ライブ配信

　消防庁では、今回の訓練で得られた教訓を踏まえ、被災地において緊急消防援助
隊が迅速かつ的確に活動できるよう、さらなる能力の向上に努めてまいります。
　訓練の開催にあたり、多大なご協力を賜りました静岡県、静岡県内の市町村、消防
本部をはじめ関係の皆さまに厚くお礼申し上げます。

消防庁ホームページは
こちらです。
訓練のアーカイブ映像
もご覧いただけます。



文
化
財
を
守
る
た
め
に

文化庁ホームページ
第 68 回文化財防火デーにおける各地の主な消防訓練の様子など

消防団員入団促進キャンペーン期間
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昭
和
24
年
1
月
26
日
に
、
法
隆
寺
金

堂
（
奈
良
県
生
駒
郡
）
か
ら
出
火
し
た
火

災
に
よ
っ
て
、
１
３
０
０
年
の
歴
史
を
持

ち
、
世
界
的
な
至
宝
と
い
わ
れ
た
金
堂
の

壁
十
二
面
に
描
か
れ
た
仏
画
の
大
半
が
焼

損
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
、
文
化
財
の
焼
失
が
相
次
ぐ

中
、
こ
の
よ
う
な
被
害
か
ら
文
化
財
を
守

る
と
と
も
に
、
国
民
一
般
の
文
化
財
愛
護

に
関
す
る
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
昭

和
30
年
に
消
防
庁
と
文
化
庁
の
共
同
主
唱

の
下
、
法
隆
寺
金
堂
が
焼
損
し
た
日
で
あ

る
1
月
26
日
を
「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
と

定
め
ま
し
た
。
そ
れ
以
降
、
毎
年
こ
の
日

を
中
心
に
、
文
化
財
建
造
物
な
ど
に
お
け

る
防
火
運
動
を
全
国
で
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
文
化
財
建
造
物
は
そ
の
多
く
が

木
造
で
あ
り
、
美
術
工
芸
品
に
つ
い
て
も

木
や
紙
ま
た
は
布
な
ど
の
燃
え
や
す
い
材

質
で
造
ら
れ
て
い
る
も
の
が
多
く
、
火
災

に
よ
る
焼
損
の
危
険
が
あ
り
ま
す
。

　

近
年
の
フ
ラ
ン
ス
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
聖

堂
に
お
け
る
火
災
や
、
沖
縄
県
那
覇
市
の

首
里
城
に
お
け
る
火
災
も
踏
ま
え
、
文
化

財
や
復
元
建
造
物
等
の
防
火
対
策
が
一
層

推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。
文
化
財
等
を
火
災

か
ら
守
る
た
め
に
は
、
火
気
管
理
等
の
出

火
防
止
対
策
を
徹
底
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
文
化
財
関
係
者
や
関
係
機
関

だ
け
で
は
な
く
、
地
域
住
民
と
の
連
携
・

協
力
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

文
化
財
防
火
デ
ー
に
は
、
文
化
財
関
係

者
や
消
防
関
係
者
が
協
力
し
て
、
全
国
各

地
で
消
防
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の

機
会
に
、
文
化
財
愛
護
の
意
識
や
、
防
火
・

防
災
意
識
の
高
揚
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

私
た
ち
の
貴
重
な
文
化
財
を
火
災
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う

１
月
26
日
は
文
化
財
防
火
デ
ー
で
す

MIC
NEWS

05
文
化
財
防
火
デ
ー
と
は
？

文化財防火デーに伴う
主な消防訓練等実施文化財（過去 3 年間）

開催年 文化財

令和２年

第66回

令和３年

第67回

令和４年

第68回

姫路城 （兵庫県姫路市）
東京国立博物館 （東京都台東区）

龍谷山本願寺 （京都府京都市）

瑞龍寺 （富山県高岡市）
旧東宮御所 （赤坂迎賓館）
　　　　　　　　（東京都港区）

令和４年１月 26 日、瑞龍寺で行われた消防訓練の様子
写真提供／高岡市消防本部

その他の地域における
訓練などの予定については、
最寄りの消防署に
お問い合わせください。

場所 : 吉備津神社 （岡山県岡山市）
　　   聖徳記念絵画館（東京都新宿区）
日時：令和 5 年 1月 26 日 ( 木 )

第 69 回
文化財防火デー
主な消防訓練場所（予定）

問い合わせ先

https://www.bunka.go.jp/seisaku/bunkazai/hogofukyu/boka_day.html

消
防
団
員
入
団
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

消
防
団
員
と
し
て
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

MIC
NEWS
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消
防
団
員
は
、
普
段
は
他
の
本
業
を
持

ち
な
が
ら
地
域
の
安
心
・
安
全
の
確
保
の

た
め
に
「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち

で
守
る
」
と
い
う
精
神
に
基
づ
き
活
動
し

て
い
る
、
非
常
勤
特
別
職
の
地
方
公
務
員

で
す
。

　

災
害
現
場
に
い
ち
早
く
駆
け
つ
け
、
消

火
は
も
と
よ
り
、
住
民
の
避
難
誘
導
、
安

否
確
認
、
救
助
活
動
な
ど
を
行
う
一
方
、

平
時
に
お
い
て
も
、
火
災
予
防
や
応
急
手

当
の
普
及
啓
発
な
ど
様
々
な
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
消
防
団
員
の
精
力
的
な
活

動
に
は
、
地
域
住
民
か
ら
大
き
な
期
待
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
地
域
の

安
心
・
安
全
を
守
る
た
め
、
消
防
団
員
と

し
て
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

な
お
、
入
団
に
当
た
り
、
特
別
な
資
格

や
免
許
等
は
不
要
で
あ
り
、
試
験
も
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
ず
は
、
消
防
団
オ
フ
ィ
シ
ャ

ル
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　　　　災害時の活動 　　　　平常時の活動

火災が発生した際は、自宅や職場から現場へ駆けつ
けて、消火活動や消防隊員の後方支援など、その場
に応じた活動を行います。

地域を災害から守るためには、住民の防災意識の向
上が不可欠です。このため、火災予防や防災に関す
る啓発などを積極的に行っています。

消火
活動

防災啓発
活動

地震や風水害などといった自然災害が発生した際は、
地形や道路網、世帯状況などを熟知した消防団員が
消防隊員と協力して救助・救出活動を行います。

台風や集中豪雨などによる河川の氾濫や堤防の決壊
に備え、土のう積みなどの水防活動を迅速に行い、
地域の被害軽減に努めます。

住民がいざというとき、急病やケガに対応できるよ
う、ＡＥＤの使い方をはじめとした応急手当の普及
啓発を実施しています。

一人暮らしの高齢者等の住宅に訪問し、防火啓発を
行っています。

救助
活動

救命
講習会

水防
活動

住宅防火
訪問

「消防団員入団促進キャンペーン」の実施

令和 5 年1 月1日～3 月 31日

　消防庁では、1月から 3 月までの間を「消防団員入団促進キャンペーン」期間と位置付け、地方自治体
などと連携し、消防団員募集に係る広報の全国的な展開を重点的に行っています。

詳しくは、消防団オフィシャル Web サイトをご覧ください問い合わせ先

消防団 検 索



兵庫県
神戸市

データ分析をDIY  ～神戸データラウンジ～

ü 蓄積した行政データから、職員向けのダッシュボードをBIツールを使用して作成。ダッシュ
ボードの作成は、内製化により短時間で、柔軟に、コストをかけずに実現

ü ダッシュボードの全庁共有で資料作成の時間を短縮。全庁的に各局が所有する行政デー
タ利活用の機運を醸成、各レベルのデータ分析ができる人材の育成

全庁的に、データに基づく政策形成、行政
データの利活用が進んでいない

問題及び課題

庁内データ連携基盤の構築、ダッシュボードの共有

行政を取り巻く急激な外部環境の変化にスピー
ド感を持って対応していくため、内部人材によ
る行政データの利活用が必要

●基幹系システムから抽出・抽象加工した行政データや国勢調査等の
統計データを庁内データ連携基盤において保管・蓄積、BIツール等で
分析、可視化し、ダッシュボード等として全庁で共有
●職員はポータルサイト「神戸データラウンジ」よりダッシュボード
にアクセス

⇒ダッシュボードの活用で資料作成時間を短縮
⇒行政データの利活用が浸透、全庁的に行政データ利活用の機運が高
まるとともに各レベルのデータ分析ができる人材の育成

●ダッシュボードの作成は内製化しており、各局の要望・ニーズ等に
基づき追加、各局でもダッシュボードを作成できるように人材育成

【庁内データ連携基盤】

【総務大臣賞】
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神
戸
市
は
、
内
部
人
材
に
よ
る
行
政

デ
ー
タ
の
利
活
用
が
必
要
と
い
う
課
題
に

対
し
、
行
政
デ
ー
タ
や
統
計
デ
ー
タ
を

ダ※

ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
化
し
、
職
員
向
け
に
提

供
す
る
「
神
戸
デ
ー
タ
ラ
ウ
ン
ジ
」
を
整

備
し
ま
し
た
。

※ 

ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
：
自
動
車
の
計
器
盤
の
よ
う
に
、 

　 

複
数
の
デ
ー
タ
を
可
視
化
し
一
覧
で
き
る
画
面

　

ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
の
作
成
は
、
内

製
化
に
よ
り
時
間
や
コ
ス
ト
を
か
け

ず
に
実
現
し
ま
し
た
。

　

ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
を
全
庁
で
共
有

し
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
資
料
作

成
の
時
間
が
短
縮
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
デ
ー
タ
利
活
用
の
浸
透
、
各
レ

ベ
ル
の
デ
ー
タ
分
析
が
で
き
る
人
材

の
育
成
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

総
務
省
統
計
局
で
は
、
地
方
公
共

団
体
の
た
め
の
デ
ー
タ
利
活
用
支
援

サ
イ
ト「
D
a
t
a  
S
ta
R
t（
デ
ー

タ
・
ス
タ
ー
ト
）」
の
運
営
を
行
っ

て
お
り
、
本
表
彰
は
、
こ
の
サ
イ
ト

　

１
月
号
を
お
読
み
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
回
「
地
方
の
か
が
や
き
」
で
ご
紹

介
し
た
の
は
、
江
戸
時
代
に
福
山
城
の

城
下
町
と
し
て
栄
え
た
広
島
県
東
南
部

の
瀬
戸
内
海
中
心
に
位
置
す
る
福
山

市
で
す
。
そ
の
福
山
城
は
本
年
築
城

４
０
０
年
を
迎
え
、
記
念
事
業
の
開
催

な
ど
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
古
く
か
ら
潮
待
ち
の
港
と
し

て
有
名
な
「
鞆
の
浦
」
な
ど
、
歴
史
を

感
じ
さ
せ
る
福
山
市
で
す
が
、
新
し
い

文
化
を
柔
軟
に
取
り
入
れ
る
地
域
性
も

見
ら
れ
ま
す
。
江
戸
時
代
後
期
か
ら
栄

え
た
「
備
後
絣か
す
り」

の
技
術
に
よ
り
日
本

一
の
デ
ニ
ム
産
地
に
発
展
し
た
こ
と
が

そ
の
最
た
る
例
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
回
の
取
材
で
は
デ
ニ
ム
製
品
を
着
用

し
た
笑
顔
の
市
職
員
さ
ん
が
印
象
的
で

し
た
。
伝
統
文
化
を
大
切
に
し
つ
つ
、

新
し
い
文
化
を
取
り
入
れ
発
展
す
る
福

山
市
、
今
後
も
注
目
で
す
。

　

末
尾
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
は
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。（

広
報
室
Ｋ
・
Ｋ
）

編 集 後 記editor ial  note

 広報誌 ｢総務省｣ についてのご意見・ご要望は、FAX または電子メールでお寄せください
FAX ▶ 03-5253-5174　MAIL ▶ kohoshi@soumu.go.jp

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
Ｐ
Ｒ
活
動

と
し
て
、
宇
都
宮
市
で
は
商
店
街
に
隣

接
し
て
い
る
屋
外
イ
ベ
ン
ト
広
場
（
オ

リ
オ
ン
ス
ク
エ
ア
）
の
大
型
映
像
装
置

を
活
用
し
て
い
ま
す
。
お
買
い
物
中
の

方
や
、
通
勤
・
通
学
途
中
の
方
な
ど
幅

広
い
層
の
市
民
の
方
々
へ
向
け
て
、
効

果
的
に
カ
ー
ド
の
取
得
を
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。

　

大
型
商
業
施
設
等
で
実
施
し
て
い
る

「
出
張
申
請
サ
ポ
ー
ト
」
は
、
今
年
度

は
令
和
５
年
３
月
ま
で
に
４
０
０
回
程

度
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

市
役
所
に
お
い
て
も
、
平
日
午
前
８

時
30
分
か
ら
午
後
７
時
ま
で
顔
写
真
撮

影
サ
ー
ビ
ス
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
の

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
補
助
を
実
施
し
て
お

り
、
ま
た
休
日
交
付
窓
口
も
月
2
回
開

設
す
る
な
ど
、
多
く
の
市
民
の
方
に
申

請
や
受
け
取
り
を
行
っ
て
い
た
だ
き
や

す
い
環
境
を
整
え
て
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
10
月
か
ら
は
、
宇
都
宮
市

立
図
書
館
に
お
い
て
従
来
の
図
書
館
利

用
カ
ー
ド
に
加
え
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
で
の
図
書
館
資
料
の
窓
口
貸
出

を
開
始
し
ま
し
た
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
取
得
後
も
市
民
の
皆
さ
ま
に
メ

リ
ッ
ト
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な

利
活
用
の
促
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

マイナンバーカード普及促進の取組事例を紹介！

栃
木
県
宇
都
宮
市

宇
都
宮
市
で
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
Ｐ
Ｒ
、

申
請
サ
ポ
ー
ト
、
カ
ー
ド
の
利
活
用
促
進
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
！

大型映像装置

出張申請サポート

オリオンスクエア外観風景

「
Da
ta 

S
ta
R
t 

Awa
r
d 

   
～
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
統
計
デ
ー
タ
利
活
用
表
彰
～
」に
つ
い
て
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総
務
省
統
計
局
で
は
、
客
観
的
な
統
計

デ
ー
タ
に
基
づ
く
的
確
か
つ
効
率
的
な
行

政
運
営
を
促
進
す
る
観
点
か
ら
、
地
方
公

共
団
体
に
お
け
る
統
計
デ
ー
タ
の
利
活
用

を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
統
計

デ
ー
タ
を
利
活
用
し
た
優
れ
た
取
組
を

進
め
る
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
表
彰

（「
D
a
t
a 

S
t
a
R
t 

A
w
a
r
d 

～

地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
統
計
デ
ー
タ
利

活
用
表
彰
～
」）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
表
彰
は
平
成
28
年
に
開
始
し
、
令

和
４
年
度
で
第
７
回
を
迎
え
ま
し
た
。
和

歌
山
県
に
開
設
し
た
デ
ー
タ
利
活
用
の
推

進
拠
点
で
あ
る
「
統
計
デ
ー
タ
利
活
用
セ

ン
タ
ー
」
に
お
い
て
、
全
国
の
都
道
府
県

·
市
区
町
村
か
ら
デ
ー
タ
利
活
用
を
推

進
す
る
取
組
を
幅
広
く
募
集
し
ま
し
た
。

　

応
募
い
た
だ
い
た
取
組
に
つ
い
て
は
、

「
活
用
手
法
の
有
効
性
」「
活
用
デ
ー
タ
の

適
切
性
」「
取
組
の
効
果
」「
継
続
性
·

発
展
性
」「
汎
用
性
」「
独
自
性
·
先
進
性
」

の
6
つ
の
項
目
か
ら
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

有
識
者
や
総
務
大
臣
、
統
計
局
長
に
よ
る

審
査
を
経
て
、
10
月
18
日
（
統
計
の
日
）

に
受
賞
団
体
を
決
定
し
ま
し
た
。
審
査
の

結
果
選
ば
れ
た
、
総
務
大
臣
賞
を
受
賞
し

た
神
戸
市
の
取
組
を
ご
紹
介
し
ま
す
（
統

計
局
長
賞
、
特
別
賞
に
つ
い
て
は
、
下
記

の
W
e
b
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

と
連
携
す
る
形
で
、
応
募
い
た
だ
い
た
取

組
事
例
の
情
報
発
信
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
E
B
P
M

の
推
進
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上

に
直
結
す
る
も
の
で
す
。

　

各
受
賞
団
体
の
取
組
を
は
じ
め
と
す
る

各
自
治
体
の
応
募
取
組
が
、
広
く
多
く
の

地
域
の
取
組
の
参
考
に
な
り
、
各
地
に
お

い
て
統
計
デ
ー
タ
利
活
用
の
推
進
に
つ
な

が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

＜総務大臣賞＞　
神戸市　データ分析を DIY ～神戸データラウンジ～

https://www.stat.go.jp/
dstart/

＜地方公共団体のためのデータ利活
　用支援サイト（Data StaRt）＞

地方公共団体における統計データ利活用表彰のサイト
https://www.stat.go.jp/info/guide/
rikatsuyou/index.html

第 7 回地方公共団体における
統計データ利活用表彰の受賞取組
https://www.stat.go.jp/info/guide/public/
houdou/pdf/ho221018.pdf
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